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論文内容要旨
歯冠補綴物の装着
のため保持力はセ
響を受ける。また
 つと指摘されている。
近年開発された歯
るため辺縁封鎖性
応灘の可能性を有
補綴することが可能となり,種々の接着補綴法が開
しかし,接着性レ
を評癒するために
 た.1二で,補綴物の脱落に関わるセメ
そこで本研究では
(圧縮強度,圧裂強
返し荷重による疲
量,溶解量を測定し,従来型合着罵セメントと比較検討
 その結果,以下のことがわかった。
i.接着性レジンセメントの重合方法,含有
2.熱サイクルを与
 従来型合着用セメントより有意に高い値を示した。
3.熱サイクルを与
 ラーの含有量に様々の影響を受けた。
4.せん断および疲
害している可能性
り,接養性レジンセメントの劣化を少なくし
5.繰り返し荷重に
接蒼など,多くの霞子の影響を受けている可能性が示
 6.歯科驚接着性レジンセメ
7.歯科胴接着性
 った。
本研究で得られた
 のである。
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審査結果要旨
 これまでの修復物・補綴物の合着に際し,リン酸亜鉛セメンドを代表とする,いわゆる従来型合
 着用セメントが長く臨床で用いられてきた。これらセメントの保持力の主体は嵌合効力であるため,
 保持力の大きさはセメントの機械的強度に大きく影響を受けていた。また,従来型合着用セメント
 は一般に唾液に溶解しやすく,二次齲蝕や歯周疾、憲の原因の一つとされてきた。
 上記従来型合着用セメントの欠点を改善する可能性のあるものとして,接着性レジンセメントが
 開発された。しかし,接着強さに多くの関心が払われ,合着用として用いる場合の重要な用件であ
 る機械的強度や溶解量の少なさなど種々の物性については十分な評価がなされてこなかった。接着
 性レジンセメントはその組成から,臨床応用に際して,力学挙動が従来型合着弔セメントと全く異
 なることが予想され,臼腔内環境を想定して,破壊や溶解のメカニズムを解明する必要があった。
 本研究は,接善性レジンセメントの基礎的性質として各種機械的強度,吸水量,溶解量を従来型
 合着用セメントと同一条件で測定,比較を行うとともに,口腔内環境を想定して熱サイクルの影響
 についても検討を舶えたものである。
 その結果以下の知見が得られている。
 圧縮および圧裂強度試験の結果,熱サイクルを加えない場合,接着性レジンセメントは従来型合
 着用セメントと比較して優れているが,熱サイクルを加えると様々に変化し,その程度は試料の状
 態,重合方法,重合度およびフィラーの含有量の影響を受けていることが示された。
 せん漸および疲労強度試験の結果,実験に用いた金属製治具は,光重合型の接着性レジンセメン
 トの重合を阻害する反面,水分にさらされることを少なくし,水分による劣化を防いでいる可能性
 が示された。また,疲労強度は機械的強度だけでなく,金属との接着など,多くの園子の影響を受
 けている可能性が示された。
 特に,圧縮,圧裂強度が小さな値の接着性レジンセメントが,せん断,疲労試験では大きな値を
 示していることが明らかにされた。これまで従来型合着用セメントの保持力は機械的強度に依存し
 ていると覆われてきた。しかし,本研究の結果から,接着性レジンセメントの場合,圧縮,圧裂強
 度などの機械的強度が優れているセメントが必ずしも保持力が優れているとは限らないことが開ら
 かにされた。なお,吸水量,溶解量はリン酸亜鉛セメントに比べ有意に少ない事が弱らかにされた。
 本論文は,接養性レジンセメントを歯科臨床応弔する際,歯冠修復物を長期間にわたり保持する
 ため,接着性レジンセメントの脱落のメカニズムに関する新しい知見を示唆している。今後,この
 分野に新しい視点を与えたものとして高く評衝でき,よって歯学博士の称号に値すると認める。
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